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水系感染微生物による水環境汚染への 

指標生物管理の有効性と消毒技術の検討 
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３．研究実施期間：平成 24～25 年度 

 

 

４．研究の趣旨・概要 

 本研究では，衛生指標で表現できない可能性のある病原性微生物，特にウイルスの存在

実態から感染性を推定し，海外疫学調査データなどと比較することで，より適切な衛生

指標を用いた環境基準のあり方を検討すること，環境基準を達成するための水質管理計

画策定に必要な水域での衛生指標やウイルスなどの挙動を把握すること，排水規制値を

達成するための消毒効果と水生生物保全を両立する消毒技術の検討を目的とする。 

 東日本大震災の発生により，下水道施設の一部は，津波で被災し，現在も処理機能が不

十分な状況で，病原微生物を平常時よりも高濃度で海域に放流しており，放流先水域で

復興しつつある水産業などへの障害となることが懸念される。このため，下水処理場で

の環境影響を軽減する検討も同時に行う。このことで，衛生指標，ウイルスの水環境の

挙動の理解を進めることが期待できる。 

 

５．研究項目及び実施体制 

   我が国の水域の衛生学的安全性を確保するための水質管理構築に向けて，新しい衛生指

標による環境基準のあり方を検討し，水質管理計画策定に必要な水域での指標微生物やウ

イルスなどの挙動を把握し，排水規制値を達成するための消毒方法と水生生物保全を両立

する技術を検討することを目的に，以下の３つのサブテーマ研究を実施する。 

 

サブテーマ（１）廃水中の衛生微生物の消毒技術と水生生物影響（京都大学担当） 

サブテーマ（２）水中のウイルスモニタリングとの不活化効果の評価（東京大学担当） 

サブテーマ（３）海域での病原微生物汚染の把握と影響（東北大学担当） 
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